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㈱ケムカレントでは、「化評法 ⁻ 既存化学物質共同登録」について理解を深めるために 

ご要望の際に以下のように1:1相談サービスをご提供いたします。 

 

-下記- 

• 対象: 相談をご希望する企業 

• 日程: お客様のご要望に合わせて協議後に確定 

• 言語: 3ヵ国語のうちご要望の言語をご指定下さい。(韓国語/日本語/英語) 

• 相談方法: 要請により対面/非対面可能 

• 所要時間: 30~60分(Q&A時間を含む) 

• 詳細な内容: 

- 既存化学物質の共同登録概要のご説明 

- 登録予定の既存化学物質に対するデータギャップ(Data gap screening) 

- 物質別の登録戦略策定 

- 物質別登録時の予想費用を算出 

- 韓国政府の支援サービスの種類と詳細な内容のご説明 

- 協議体内での役割別、登録前後の準備事項 

- Q&A 

 

多くの関心及びご参加をお願いいたします。その他のお問い合わせがございましたらご連絡ください。 

ありがとうございます。 

 

※ 本ニュースレターには、詳細な告示内容をご確認いただけるよう添付ファイルが付いております。  

▪ Adobe Acrobat Reader: [表示→表示切り替え→ナビゲーションパネル→添付ファイル]を選択 

▪ その他のPDFビューア: [表示]メニューにて添付ファイル表示などを選択 
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化評法(K-REACH) 

法律の動向 - 改正・予告(案)など 
 

[化学物質安全院告示第2026-15号］「化学物質の有害性審査結果」 一部改正 

改正理由 

「化学物質の登録及び評価などに関する法律」第21条及び同法施行規則第28条により、「化学物質の有

害性審査結果」(化学物質安全院告示第2025-9号、2026.05.21)を次のように改正・告示します。 

主な内容 

▪ 新規化学物質:既存の固有番号６種（2018-299）の有害性情報改正  

▪ 既存化学物質:  既存の固有番号６種（2024-447）の有害性情報改正  

▪ 既存化学物質:固有番号2026-771~2026-848, 総78種を新設 

参考資料 

化学物質安全院 

https://nics.mcee.go.kr/sub.do?menuId=36 

お知らせ、告示日 2026-09-02 

 

[化学物質安全院告示第2026-16号]「人体急性有害性物質、人体慢性有害性物質及び生態

有害性物質の指定告示」一部改正 

改正理由 

「化学物質の登録及び評価等に関する法律」第2条第6号、6の2号、6の3号、第20条及び同法施行令第

3条により「人体急性有害物質、人体慢性有害性物質及び生態有害性物質の指定告示」(化学物質安全

院告示第2026-5号、2026.03.27)を次のように改正します。 

主な内容 

▪ 既存の人体有害性物質名称などを改正 

固有番号:97-1-9の小番号3, 97-1-90, 97-1-140, 97-1-323, 97-1-399, 2021-1-1

077 

▪ 人体など有害性物質38種を新設 

固有番号:2026-1-1355から 2026-1-1392 

▪ 施行日 

2026年12月19日（告示日から3カ月経過後） 

▪ 経過措置 

新しく指定された人体など有害性物質を告示施行日以前から取り扱っている者は、次の期限まで該

当する義務事項を遵守しなければなりません。 
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＜経過措置適用期間＞ 

適用期間 遵守事項 

2027.7.1 化学物質の確認（化管法第9条） 

 有害化学物質の表示（化管法第16条） 

 人体など有害性物質の輸入申告（化管法第20条） 

 有害化学物質等の販売者による通知義務（化管法第29条の2） 

2028.1.1 有害化学物質取扱基準の遵守（化管法第13条及び同法施行規則別表1） 

2029.1.1 化学事故予防管理計画書の作成・提出（化管法第23条） 

 有害化学物質の営業許可及び営業申告（化管法第28条） 

2031.1.1 有害化学物質取扱施設設置及び管理基準の遵守（化管法第24条及び同法施

行規則別表5） 

 

参考資料 

産業界支援センター 

https://www.chemnavi.or.kr/chemnavi/spkreach/archives.do?B_Name=v_data&category=2  

お知らせ、告示日 2026-09-18 
 

[化学物質安全院告示第2026-17号]「化学物質の分類及び表示等に関する規定」一部改正 

改正理由 

「化学物質の登録及び評価等に関する法律」第14条第1項及び同法施行規則第10条第2項第2号イ

目、第10条第3項、第24条、第28条「化学物質管理法」第16条第1項及び同法施行規則第12条第4

項により「化学物質の分類及び表示などに関する規定」（化学物質安全院告示第2026-6号、2026.0

3.27)を次のように改正・告示します。 

主な内容 

▪ 既存の人体等有害性物質9項目について、化学物質の名称等を改正 

固有番号:97-1-9の小番号3, 97-1-90, 97-1-140, 97-1-144, 97-1-399, 2010-1-

609, 2021-1-1068, 2021-1-1077, 2024-1-1222 

▪ 人体など有害性物質38種を新設 

固有番号:2026-1-1355から 2026-1-1392 

▪ 施行日及び経過措置 

施行日:2026年9月18日（告示日） 

有害化学物質の表示義務者は、2027年7月1日までに改正規定に基づく表示を実施 

参考資料 

産業界支援センター 

https://www.chemnavi.or.kr/chemnavi/spkreach/archives.do?B_Name=v_data&category=2  

お知らせ、告示日 2026-09-18 
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国内動向 - 支援事業・移行ガイドなど 
 

[重要なお知らせ] 登録情報の公開および資料保護特例申請のご案内 

「化学物質の登録及び評価等に関する法律」（以下、化評法）に基づく登録情報公開制度の拡大施

行（2025年8月7日）に伴い、登録申請者が提出した登録情報が公開されます。 

今回の公開対象は、化評法第42条第1項第1号に基づき登録された化学物質（2025年8月7日以前

の登録資料）のうち、「登録対象既存化学物質」（環境部告示第2015-92号）に該当する化学物質

について、登録申請者が提出した情報です。  

ただし、営業秘密など保護が必要な資料については、関連規定に基づき資料保護を申請することができ

ます。 

これに伴い、登録申請者は公開対象情報に含まれる機密情報（営業秘密および個人情報）を確認し、

保護が必要な場合は、以下の手続きに従って資料保護申請書等を提出する必要があります。 

なお、登録対象既存化学物質以外の登録物質および申告物質の情報公開については、10月中に別

途案内される予定です。 

 

※ 以下、公告内容を整理しました。提出様式等の詳細については、公告文（添付PDFファイル等）を

必ずご確認ください。 

 

1.情報公開対象  

- 2025年8月7日以前に登録された物質のうち、「登録対象既存化学物質」（環境部告示第2015

-92号） 

※ 登録対象既存化学物質以外の登録物質および申告物質については、10月中に案内予定 

 

- 拡大される登録情報の公開範囲 
 

公開情報 主な内容 

化学物質情報 名称および固有番号 

用途情報 用途分類体系に基づく用途 

分類および表示 化学物質の分類および表示 

登録形態 年間製造・輸入量の範囲、提出資料の省略有無等 

物理・化学的特性 要約資料 

有害性情報 要約資料 

安全使用情報 取扱い上の注意事項等 
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2.資料保護申請の手続き 

- 公開予定情報のうち、営業秘密に該当する情報について、資料保護を申請できるかどうかを以下の

手順で確認します。 

Step 1 公開予定情報の確認・確認手続きの完了【2026年10月31日まで】 

化学物質情報処理システム(https://kreach.mcee.go.kr/repwrt/index.do )にログイン

し、［登録情報プレビュー］画面で公開予定情報を確認した後、［確認］ボタンをクリックして

確認手続きを完了します。  

※ 公開予定情報の確認および［確認］手続きは、公開される情報を事前に確認するため

の手続きです。 当該手続きを完了していない場合でも、2026年12月15日までに資料保

護特例申請書および立証資料を提出すれば、資料保護を申請することができます。 

↓ 

Step 2 資料保護を申請できない情報に該当するか確認 

化評法施行令第30条第2項第1号～第6号の公開対象項目に該当するかを確認します。 

↓  ↓ 

該当する場合 

資料保護申請不可 

 

 

該当しない場合 → Step 3へ 

Step 3 資料保護を申請できる情報に該

当するか確認 

化評法施行令第30条第2項第7号イ～ヘに

該当するかを確認するとともに、以下の営業

秘密としての要件を確認します。  

非公知性・秘密管理性・経済的有用性 

↓ 

Step 4 資料保護特例申請書および立証資料の提出【2026年12月15日まで】 

営業秘密としての要件を立証する資料および関連申請書類を作成し、  

化学物質情報処理システムを通じて提出します。 
公告文の添付資料「資料保護特例申請チェックリスト」も併せてご確認ください。 
 

- 資料保護を申請できる情報の範囲:  化評法施行令第30条第2項第7号イ～ヘ 

イ. 化学物質の商用名称または製品等の名称 

ロ. 化学物質または製品の用途（用途分類体系に基づく用途分類を含む） 

ハ. 製品の取扱い上の注意事項や廃棄方法等、安全使用に関する資料 

ニ. 有害性に関する要約資料（ただし、第5号の試験方法および結果に関する資料を除く） 

ホ. 危害性に関する要約資料（ただし、第6号の人の健康および環境に対する無影響レベルを除く）

ヘ. 化学物質の登録形態に関する資料（年間製造・輸入量の範囲、登録申請時の提出資料の

省略有無等） 

- 申請手続き:   

化学物質情報処理システムを通じて、化評法施行規則［別紙第37号様式］、証明資料および添

付資料等を提出します。 

※ 公開情報に含まれる「個人情報保護法」に基づく個人情報について保護を申請する場合は、別

途メールにて公文書を送付します。（shj6826@korea.kr） 
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- 申請方法:  

「資料保護特例チェックリスト」を作成して自己点検を行い、資料保護申請書および営業秘密である

ことを立証する資料等をシステムに添付します。 

- お問い合わせ: 化学物質安全院 化学物質登録評価チーム（TEL 032-560-8693、8694） 

3.資料保護申請書の提出期間:  2026年9月16日～2026年12月15日（3か月） 

※ 資料保護申請期間内に提出されたものに限り受け付けられ、期限内に提出されなかった情報は公開

される予定です。 

 

登録申請者が確認すべき主なスケジュール 

確認事項 期限 

公開予定情報の確認 2026年10月31日 

資料保護特例申請 2026年12月15日 

一般向け情報公開予定 2026年12月末 

 

参考資料 

産業界支援センター 

https://www.chemnavi.or.kr/chemnavi/spboard/noticedetail.do?idx=83035 

お知らせ、登録日 2026-09-21 

 

※添付ファイル ［KREACH_Registration_Disclosure_CBI_Notice.pdf］ 参照 
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化学製品安全法(K-BPR) 

法律の動向 - 改正・予告(案)など 
 

[気候エネルギー環境部告示第2026-215号]「安全確認対象生活化学製品の指定及び安全・

表示基準」 一部改正告示 

改正理由 

- 殺生物製品への管理移行（2026年～）に伴い、安全確認対象生活化学製品の品目を調整（4

3品目から41品目に変更） 

- 次亜塩素酸類を使用した製品（非殺生物製品）の安全・表示基準の設定等、制度を改善・補完 

主な内容 

イ. 安全確認対象製品から殺生物製品への管理移行に伴う安全・表示基準整備 

ロ. 次亜塩素酸類に関する共通の安全・表示基準を策定 

ハ. チャイルドレジスタンス包装の適用基準を合理化 

ニ. ばく露・リスクレベルを考慮し、用途別基準を細分化 

参考資料 

電子官報 https://gwanbo.go.kr/user/search/searchDaily.do , 告示日: 2026-09-1 
 

[国立環境科学院告示第2026-18号]「安全確認対象生活化学製品の承認などに関する規定」

告示一部改正 

改正理由 
「生活化学製品及び殺生物剤の安全管理に関する法律」第10条第6項等から委任された安全確認対
象生活化学製品の承認等に関する事項のうち、殺生物製品へ移行する安全確認対象製品の品目名を
調整し、これに伴う審査資料の提出範囲を見直します。 

主な内容 
イ. 安全確認対象製品から殺生物製品への管理移行に伴う品目名の調整  

グループⅠ(殺菌剤、殺藻剤、殺虫剤、忌避剤)物質を含有する6品目を削除し、2品目の名称を調整  
ロ. 管理対象品目名の調整に伴う審査資料提出範囲の整備  

［別表2－品質管理のための試験・検査の基準および方法］、［別表3－安全性・有効性審査］に
ついて、調整後の品目名に改正  

ハ. 殺虫剤の管理範囲の調整に伴う主要含有物質規格の削除  
［別表4－殺虫剤の主要含有物質の規格］の一部条項を修正・削除  

ニ. 管理対象品目の調整に伴う承認番号の再整備  
安全確認対象製品から殺生物製品へ管理移行する6品目を削除し、新規2品目に番号を付与 

ホ. その他の製品のうち、加湿器用保存処理製品の定義を明確化  
付随的な目的で殺生物剤を使用しているものの、その効果を標榜していないことを理由に管理対象か
ら除外されるケースを防止 

参考資料 
電子官報 https://gwanbo.go.kr/user/search/searchDaily.do , 告示日: 2026-09-28  
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国内動向 - 支援事業・移行ガイドなど 
 

殺生物製品（移行対象安全確認対象生活化学製品）検索用モバイルアプリのご案内 

殺菌剤、殺虫剤等に該当する殺生物製品への移行対象となる安全確認対象生活化学製品については、

承認および販売猶予期間が終了したことから、2026年7月以降、殺生物製品として承認されていない製品

は販売・流通が制限されます。これに伴い、一般消費者や販売者（流通業者、薬局等）が、スマートフォン

から安全確認対象生活化学製品の届出番号または承認番号を入力し、当該製品が販売可能かどうかを

簡単に確認できるモバイルアプリが開発されました。 

詳細については、「生活環境安全情報システム」の [お知らせ]をご確認ください。 

参考資料 

お知らせ 

https://ecolife.mcee.go.kr/ecolife/board/1/detail/296 

登録日: 2026-09-22 
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産業安全保健法(ISHA) 

法律の動向 - 改正・予告(案)など 
 

[雇用労働部公告第2026-462号] 新規化学物質の名称等公表 

｢産業安全保健法｣ 第108条第3項及び同法施行規則第153条に従い、新規化学物質の名称、有害

性・危険性、年間製造・輸入量及び労働者の健康障害予防のための措置事項を次のように公告します。 

主な内容 

- 一連番号: 26-26-00(公表年度-受付年度-受付番号) 

26-26-126から 26-26-191まで総66物質 

- 有害性・危険性:  

事業主が提出した毒性資料の範囲内で国内外の化学物質情報DBなどを活用し「化学物質の分

類・表示及び物質安全保健資料に関する基準」(雇用労働部告示第2026-26号)に従い有害性・

危険性を分類 

*参考: 毒性試験等の追加研究により、新たな有害性・危険性情報が確認される可能性があり、そ

の評価結果については、物質安全データシート（MSDS）作成時に判断した有害性・危険性情報と

併せて記載するよう案内 

- 勤労者の健康障害予防のための措置事項:  

有害性・危険性情報欄に記載事項がない場合でも、新規化学物質を取り扱う労働者が化学物質

に⾧短期暴露される場合などを備え、事業主が取るべき基本的措置事項を提示 

参考資料 

電子官報:  

https://gwanbo.go.kr/user/search/searchDaily.do  

雇用労働部:  

https://www.moel.go.kr/news/notice/noticeView.do?bbs_seq=20260900884 

登録番号7904, 登録日 2026-09-30 

 

※ 添付ファイル ［MOEL_2026-462_New_Chemicals_KR.pdf］ 参照 
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国内動向 - 支援事業・移行ガイドなど 
※ 9 月産業安全保健法 - 国内動向に関する内容はありません。 

 

 

 

 

 

 





등록정보공개 및 자료보호 특례요청 안내


「화학물질등록평가법」(이하 화평법) 등록정보 공개제도 확대 시행(‘25.8.7)에 따라 등록


신청인께서 제출한 등록정보가 공개됩니다. 다만 영업비밀 등 보호가 필요한 자료는


관련 규정에 따라 자료보호를 요청할 수 있습니다. 이에 따라 등록신청인께서는 공개


대상 정보 내 민감정보(영업비밀 및 개인정보)를 점검하시고, 보호 필요시 하기 절차에 


따라 자료보호요청서 등을 제출하여 주시기 바랍니다.


1. 정보공개 대상 및 범위의 확대내용


- (공개 대상) 화평법 제42조제1항제1호 등록된 화학물질(’25.8.7. 이전 등록자료)* 중  


「등록대상기존화학물질」(환경부고시 제2015-92호)에 해당하는 화학물질


* 자료보호 규정 부칙 제2026-195호 제2조제1항에 따른 경과조치


   ※ 등록대상기존화학물질 외 등록물질 및 신고물질은 10월 중 안내 예정


- (확대 범위) 화평법 시행규칙 제51조제2항제1호 가~사목


가. 화학물질의 명칭 및 고유번호
나. 용도분류체계에 따른 용도
다. 화학물질의 분류 및 표시
라. 등록형태(연간 제조·수입량의 범위, 등록 신청 시 제출자료의 생략여부 등을 말한다)
마. 물리적·화학적 특성에 관한 요약자료
바. 유해성에 관한 요약자료
사. 취급 시 주의사항 등 안전사용에 관한 내용


2. 자료보호요청의 절차 및 방법


- (대상) 「자료보호요청서의 작성방법 및 보호자료 관리방법 등에 관한 규정」


(이하 “자료보호규정”)의 제11조의2(자료보호 요청의 특례)에 따른 확대된 공개정보


- (범위) 화평법 시행령 제30조제2항제7호 가~바목


가. 화학물질의 상용명칭 또는 제품 등의 명칭
나. 화학물질 또는 제품의 용도 (용도분류체계에 따른 용도분류 포함)
다. 제품의 취급시 주의사항이나 폐기방법 등 안전사용에 관한 자료
라. 유해성에 관한 요약자료(단, 제5호(시험방법 및 결과)에 관한 자료 제외)
마. 위해성에 관한 요약자료(단, 제6호(사람의 건강 및 환경에 대한 무영향수준) 제외)
바. 화학물질의 등록의 형태(연간 제조‧수입량의 범위, 등록 신청시 제출자료의 


생략 여부 등을 말한다)에 관한 자료







- (절차) 화학물질정보처리시스템을 통해 화평법 시행규칙 [별지 제37호서식] 및 


증빙자료, 첨부자료 등을 제출


※영업비밀에해당하지않는등자료보호요청대상은아니나, 상기공개정보중에「개인정보보호법」에


따른개인정보(성명, 주민등록번호등)에해당하여보호를요청하고자하는경우이메일(shj6826@korea.kr)로


공문송부. (개인정보보호신청업체정보(등록업체명등), 등록번호, 보호요청상세(대상정보및위치) 및사유포함)


- (방법) 자료보호특례 체크리스트 작성하여 자가점검하고, 자료보호요청서(엑셀) 및 


영업비밀 입증 자료 등을 시스템에 첨부


* 붙임. 자료보호요청 절차 및 작성방법 안내 참조


- (문의처) 화학물질안전원 화학물질등록평가팀(032-560-8693, 8694)


3. 자료보호요청서 제출 기한 : 2026년 9월 16일 ~ 2026년 12월 15일 (3개월)


※자료보호요청 기한 내 제출된 건에 한하며, 기한 내 미제출 건은 정보 공개 예정


붙임 1. 자료보호요청서 엑셀파일


붙임 2. 자료보호 특례 체크리스트


붙임 3. 자료보호 특례요청 절차 및 작성방법 안내







년 월 일


귀하


첨부서류


요청사항
③


자료 보호(보호기간 연장) 요청 요지 및 이유


접수 검토
자료보호(연장)


요청서 작성
결재 ⇒


작성방법


위 요청사항란 중 자료 보호(보호기간 연장) 요청 요지 및 이유 칸을 작성할 때 자료 보호기간 연장의 경우에는 자료보호 수리결과통지서의 관리번호를 적습니다.


처리절차


처리기관


이 요청서는 아래와 같이 처리됩니다.


국립환경과학원, 화학물질안전원, 유역(지방)환경청, 한국환경공단


⇒


■ 화학물질의 등록 및 평가 등에 관한 법률 시행규칙 [별지 제37호서식] 화학물질정보처리시스템(kreach.me.go.kr)에서도 발급받을 수 있습니다.


접수일 발급일


※ 색상이 어두운 칸은 신청인이 적지 않습니다.


접수번호
15일(유해성심사의 경우에는
유해성심사기간에 준함)


성명(대표자) 담당자 성명 및 연락처


<개정 2025. 8. 7.>


자료
[ ] 보호
[ ] 보호기간 연장


상호(명칭) 사업자등록번호


처리기간


요청서


요청인
(법제38조에따라
선임된자포함)


(전화번호: )


(팩스번호: )


(이메일주소: )


요청사항
①


자료 보호(보호기간 연장) 요청 요지 및 이유


보호대상 자료 목록


소재지(사업장)


「화학물질의 등록 및 평가 등에 관한 법률」 제45조제1항, 같은 법 시행령 제30조제1항 단서 및 같은 법


시행규칙 제55조제1항에 따라 자료
[√] 보호


[] 보호기간 연장
를(을) 요청합니다.


보호대상 자료 목록


요청사항
②


자료 보호(보호기간 연장) 요청 요지 및 이유


보호대상 자료 목록


210mm×297mm[백상지(80g/㎡) 또는 중질지(80g/㎡)]


1. 자료보호 수리결과통지서 사본(자료보호기간의 연장을 요청하는 경우만 해당합니다)


2. 국외제조ㆍ생산자에 의한 선임사실 신고증(「화학물질의 등록 및 평가 등에 관한 법률」 제38조에 따라 국외제조ㆍ생산자가 선


임한 자가 요청하는 경우만 해당합니다)


요청인 (서명 또는 인)


통보⇒


수수료


없음


국립환경과학원장ㆍ화학물질안전원장ㆍ유역(환경)환경청장ㆍ한국환경공단 이사장


⇒


요청인







<자료보호 특례요청(1단계), 등록대상기존화학물질>


자료보호 특례 요청 체크리스트(자료보호 규정 별표 2 참고)


번호 체크 항목 점검결과(예/아니요)


1 요청하려는 화학물질의 등록 완료 시점이 ‘25년 8월 7일 이전인가요? ‘예‘일 경우, 
요청 가능


2 요청하려는 화학물질이 등록대상기존화학물질 인가요? ‘예‘일 경우, 
요청 가능


3


자료보호를 요청하려는 항목이 법 제45조제1항 단서의 “대통령령으로 
정하는 자료”에 해당하나요?
<화학물질등록평가법 시행령 제30조제2항제1~6호 관련>
1. 화학물질의 분류 및 표시에 관한 자료
2. 화학물질의 취급 시 주의사항이나 폐기방법 등 안전사용에 관한 자료
3. 화학물질의 사고발생 시 대응방법에 관한 자료
4. 화학물질의 물리적ㆍ화학적 특성에 관한 자료
5. 화학물질의 유해성에 관한 요약자료 중 시험 방법ㆍ결과에 관한 자료
6. 사람의 건강 및 환경에 대한 무영향수준(사람의 건강 및 환경에 유해한
영향이 나타나지 않는 노출 수준을 말한다)에 관한 자료


* 시행령 제30조제2항제1~6호에 해당할 경우, 자료보호 요청이 불가합니다.


‘아니요’ 일 
경우, 요청 가능


4


자료보호를 요청하려는 항목이 「부정경쟁방지 및 영업비밀 보호에 
관한 법률」 제2조2호에 따른 영업비밀에 해당하는 자료로서 다음 
어느 하나에 해당하나요?
<화학물질등록평가법 시행령 제30조제2항 제7호 관련>
가. 화학물질의 상용 명칭 또는 제품 등의 명칭 등에 관한 자료
나. 화학물질 또는 제품의 용도(용도분류체계에 따른 용도분류 포함)
다. 제품의 취급 시 주의사항이나 폐기방법 등 안전사용에 관한 자료
라. 유해성에 관한 요약 자료(단, 시험 방법·결과에 관한 자료 제외)
마. 위해성에 관한 요약 자료(단, 사람의건강및환경에대한무영향수준제외)
바. 화학물질의 등록의 형태


* 시행령 제30조제2항제7호에 따른 영업비밀에 해당하는 경우, 해당사항을
증빙하는 서류의 제출이 필요합니다.


‘예‘일 경우, 
요청 가능


5
비공지성


자료보호를 요청하고자 하는 정보가 이미 공개된 정보인가요?
- 국내외화학물질목록, 특허, 웹사이트등해당정보가공개되어있지않음을 입증
* 등록대상기존화학물질은 유해성심사결과고시, 화학물질정보처리시스템 등을 통해
명칭, 용도, 유해성 정보 등이 이미 공개되어 있으니 참고하시기 바랍니다.


‘아니요’ 일 
경우, 요청 가능


6
비밀 


유지성


자료보호를 요청하고자 하는 정보가 비공개(비밀)로 철저히 관리되고 있음을 
객관적으로 입증할 수 있는 자료를 제출할 수 있나요?
- 내·외부 취급자 관리
- 물리적 접근 관리
- 보안 시스템(전산) 관리 등


‘예‘일 경우, 
요청 가능


7
경제적
유용성


해당 정보가 공개될 경우 요청인의 상업적 이익(경쟁력, 노하우 등)에 
실질적인 피해가 발생한다는 점을 구체적·합리적으로 설명할 수 있나요?
- 자료보호를 요청하는 정보가 가지는 사업상 가치 또는 경쟁상 이익과
관련됨을 확인할 수 있는 자료


- 해당 정보가 공개될 경우 요청인에게 미치는 경제적 불이익, 자료보호를
유지하는 경우 얻게 되는 요청인의 실제적 또는 잠재적 이익 비용 및
산출 근거자료 등


‘예‘일 경우, 
요청 가능







<자료보호 특례요청(1단계), 등록대상기존화학물질>


참고 영업비밀 해당 여부 판단 자료 작성방법(자료보호 규정 별표 2)


1. 비공지성


가. 자료보호 신청 정보를 알고 있는 인적 범위(해당 화학물질 취급업체 내부 및 외부의 동일 산업 내에서 알고 있는 자 포함)


   ① 관련 정보가 해당 화학물질 취급업체의 외부에 알려진 정도


   ② 고용인 및 해당 화학물질 취급업체와 관련된 다른 자들에게 알려진 정도


나. 자료보호 신청을 한 정보가 이미 다른 법률에 의하여 공개되었는지 여부


2. 비밀관리성


가. 자료보호 신청 화학물질 취급업체가 신청 정보의 비밀성을 보호하기 위한 조치의 종류 및 정도(정보에 대한 접근제한 


조치, 내부직원에 대한 비밀유지의무 부여 및 비밀유지 고용계약 체결, 물리적 보안조치 여부, 보안시스템이 구비된 


전산환경 마련 등 포함)


나. 자료보호 신청 정보에 대한 타인의 접근 및 획득 용이성 정도


   ① 해당 화학물질 취급업체 이외의 자 또는 다른 화학물질 취급업체가 관련 정보를 획득 또는 접근할 수 있는 난이도


   ② 관련 정보의 비공지성 여부 및 공지된 정도


3. 경제성·유용성


가. 자료보호 신청 정보가 공개되는 경우 다른 경쟁업체가 얻게 되는 이익


   ① 관련 정보를 소유한 해당 화학물질 취급업체와 그 경쟁자들에 있어서 관련 정보가 가지는 가치의 내용


   ② 관련 정보가 공개되었을 경우 해당 화학물질 취급업체에 대하여 경쟁적 관계에서 발생되는 손실의 규모와 내용


나. 자료보호 신청 정보를 개발하기 위하여 해당 화학물질 취급업체가 투여한 노력 및 비용의 정도


다. 자료보호 신청 정보에 추가적으로 다른 정보가 결합하여 영업비밀이 침해될 우려가 있는 경우 추가되어 결합되는 정


보의 내용


   ① 해당 추가정보의 일반 대중 이용 가능성 여부


   ② 자료보호 신청 정보와 관련 추가정보가 결합하여 영업비밀을 침해하게 되는 구체적인 내용


라. 자료보호 신청 정보가 해당 화학물질 취급업체의 영업 또는 사업과 연계된 특정 시설, 특정 기술, 기본 사업 계획과의 관련성 여부







자료보호 특례요청 절차 및 요청서 작성방법 안내


(1) 자료보호 특례요청 수행 절차


단계 절차 상세 내용


1 화학물질정보처리시스템 접속 시스템(kreach.mcee.go.kr) 접속 및 로그인


2 업체정보 현행화 [마이페이지]에서 업체정보(이메일, 전화번호 등) 현행화


3 기존 등록정보(등록번호) 불러
오기


[자료보호 연장/해지] > [자료보호 특례요청] > [자료보호 특례 
요청서 작성] > 신청사항 중 등록의 형태 선택 후 물질검색


4 자료보호요청서 및 제출자료 
첨부


<첨부위치 안내>
[요청서]
1. [별지 제37호 서식] 자료보호요청서(직인 날인 사본)
[증빙자료]
2. (필요시) 선임사실신고증
3. (필요시) 민원대행업체 위임서류
[첨부자료]
4. 자료보호요청서 엑셀파일(자료제출 하단에 첨부파일 다운로드)
5. 자료보호 특례 체크리스트
6. 영업비밀 입증 자료
*파일명: (등록번호 00-0000-00000)자료보호요청서
         (등록번호 00-0000-00000)선임사실신고증
         (등록번호 00-0000-00000)체크리스트


5 제출 자료보호 처리기한 연장 동의 후 제출


(2) 자료보호요청서 작성방법


구분 항목 작성 방법


1 요청인
상호, 사업자번호, 성명(대표자), 담당자 성명 및 연락처, 소재지(사업장) 
작성
※ 보완요청 및 민원처리결과 알림을 받을 수 있는 업무 담당자 정보 필수


2


요청사항 - 자료보호
(보호기간 연장)요청 
요지 및 이유


- 보호대상자료에 대한 자료보호 요청 요지 및 이유 작성
- 보호대상자료가 4개 이상일 경우, '요청사항'을 보호대상자료 별로 
각각 구분(행 추가)*하여 작성
* 행 추가 외 자료보호요청서 엑셀파일 서식 변경 금지
※ 「자료보호 규정」 제9조제1항 및 별표2를 참고하여 작성 
※ 필요한 경우, 영업비밀 요건에 관한 소명을 요청할 수 있음


요청사항 - 보호대상 
자료 목록


「화학물질등록평가법」 제45조 제1항 또는 같은법 시행령 제30조제2항
제7호의 가~바목 중 해당하는 항목 및 보호대상자료 세부사항 기재
<예시>
①시행령 제30조제2항제7호 바목, 등록의 형태
②시행령 제30조제2항제7호 라목, 유해성에 관한 요약자료 중 28일 반복
투여독성 시험 내 자료개요


3 보호, 보호기간 연장
자료보호 규정 제11조의2에 따른 자료보호 특례요청건은 '보호'를 
선택


※「자료보호요청서의작성방법및보호자료관리방법등에관한규정」(제2026-195호, 2026.7.29.시행)







화학물질정보처리시스템 ▶ 화학물질의 등록시스템 ▶ 로그인


등록화학물질목록에서 화학물질명 선택


등록정보 공개 점검 매뉴얼


1


2


정보공개 미리보기 버튼 클릭!3


등록정보 공개 점검 절차


��


정보공개 예정 항목을 확인하여야 합니다! 



COMTREE











등록신청시 입력한 자료 확인


등록업체는 등록정보 ‘미리보기 화면’을 통해 정보공개 예정 항목 중 영업비밀 해당 여부 등을 


검토하여야 합니다


공개항목에 대한 확인 클릭!


※ 등록 완료된 정보의 공개내용 변경 불가!


「부정경쟁방지 및 영업비밀보호에 관한 법률」 제2조제2호 에 따른 영업비밀  


“영업비밀”이란 공공연히 알려져 있지 아니하고 독립된 경제적 가치를 가지는 것으로서, 비밀로 


관리된 생산방법, 판매방법, 그 밖에 영업활동에 유용한 기술상 또는 경영상의 정보를 말한다.


영업비밀? → 증빙서류를 통해 자료보호요청 가능


공개화면 내용을 점검 ▶ 


‘등록 정보 내 해당 항목 공개 확인’


문구 □ 체크 ▶ 


‘확인’ 버튼을 통해 확인을 완료합니다


Check!


4


5


등록정보 공개 점검 절차


	 등록정보공개 점검 기간	 2026년 9월 16일~2026년 10월 31일 


	 자료보호 요청 가능 기한	 2026년 9월 16일~2026년 12월 15일 


	 대국민 공개 예정 일자	 2026년 12월 말 


	 정보공개 관련 문의처	 화학물질안전원 화학물질등록평가팀(032-560-8693, 8694)


��



COMTREE
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고용노동부공고 제2026-462호


｢산업안전보건법｣ 제108조제3항 및 같은 법 시행규칙 제153조에 따라 신규화학물질의 명칭, 유해성․위험성, 연간 


제조·수입량 및 노동자 건강장해 예방을 위한 조치사항을 다음과 같이 공고합니다.


2026년    9월    30일


고 용 노 동 부 장 관


※ 일련번호: 26-26-00 (공표년도-접수년도-접수번호)


※ 유해성·위험성: 사업주가 제출한 독성자료의 범위 내에서 국내외 화학물질정보 DB 등을 활용하여「화학물질의 


분류·표시 및 물질안전보건자료에 관한 기준」(고용노동부고시 제2026-26호)에 따라 유해성·위험성을 분류


   * 참고, 독성시험 등 추가 연구를 통해 새로운 유해성·위험성 정보가 확인될 수 있으며, 동 유해성·위험성 


평가 결과를 바탕으로 물질안전보건자료(MSDS) 작성시 판단된 유해성·위험성 정보와 병행하여 작성토록 안내


※ 노동자 건강장해 예방을 위한 조치사항: 유해성·위험성 정보란에 기재사항이 없더라도 신규화학물질 


취급노동자가 화학물질에 장·단기 노출될 경우 등을 대비하여 사업주가 취해야 하는 기본적인 조치사항을 제시


신규화학물질의 명칭, 유해성․위험성, 연간 제조·수입량 및 조치사항


일련번호 신규화학물질의 명칭 유해성·위험성
제조


수입량
노동자 건강장해 예방을 위한 


조치사항


26-26-126


Tris(N,N′-diisopropylfor
mamidinato)lanthanum


(CAS No. 1034537-36-4)


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-127


Alcohols, C12-13, 
reaction products with 


epichlorohydrin


(CAS No. 933999-87-2)


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기  등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-128
substitutedalkylheteropo


lycycle
○ 급성독성 구분4(경구)


1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-130


(1,1-Dimethylethyl)tris
(1-ethyl-1-propoxy)


stannane


(CAS No. 3078637-24-5)


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기  등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함
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일련번호 신규화학물질의 명칭 유해성·위험성
제조


수입량
노동자 건강장해 예방을 위한 


조치사항


26-26-131


N-(alkylcarbopolycyclic)-
(carbomonocyclic-d4)-N
-((carbomonocyclic-d4)
Heteropolycyclic-d4)


Heteropolycycle-amine-d4


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-132
4-Hydroxycinnamic acid


(CAS No. 501-98-4)
○ 급성독성 구분4(경구)


100톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-133


1,3-Dioxolan-2-one, 
4-[(1,3,2-dioxaphospholan


-2-yloxy)methyl]-


(CAS No. 1800075-46-0)


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-134


9H-Carbazole, 
2,7-bis(1,1-dimethylethyl)
-9-[2-(methoxymethoxy)


-5-methylphenyl]-


(CAS No. 2231775-42-9)


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-135


Sulfonium, 
(4-methylphenyl)diphenyl-, 


salt with 
1-(hexahydro-2,2-dioxido
-3,5-methanocyclopent[d]
-1,2-oxathiol-6-yl) 2,2- 


difluoro-2-sulfoacetate (1:1)


(CAS No. 1153716-27-8)


○ 급성독성 구분3(경구)
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-136
(기)


6-Diazo-5,6-dihydro-5-oxo
-1-naphthalenesulfonic 


acid ester with 
3,3'-bis(2-hydroxy-5-


methylbenzyl)-4,4'-dihydroxy
-5,5'- dimethyldiphenylmethane


(CAS No. 167933-51-9)


○ 해당 없음
100톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함
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일련번호 신규화학물질의 명칭 유해성·위험성
제조


수입량
노동자 건강장해 예방을 위한 


조치사항


26-26-137
Bis([bicarbomonocycle]-yl)


-alkyl(C=1~5)-
carbopolycycle-amine


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-138


((Heteropolycycle-yl)
carbomonocycle)-


carbomonocyclephenan
throoxazol-amine


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-139


Hexanedioic acid, 
polymer with 
1,2-ethanediol, 


1,1'-methylenebis[isocya
natobenzene], 


2-methyl-1,3-propanediol 
and1,2,3-propanetriol


(CAS No. 1314792-24-9)


○ 급성독성 구분4(경구)
100톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-140


2,2'-Azobis[2-methyl-N-
(2-hydroxyethyl)
propionamide]


(CAS No. 61551-69-7)


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-141


Bis(dihalocarbomonocycle)
carbomonocyclesulfonium 


salt with 
((dihalo-sulfoalkyl)oxyca
rbonyl)-disubstituted 


carbomonocycle) 
(alkenylcarbomonocycle)
-carboxylate polymer with 
vinylcarbomonocycle and 


1-methylcyclopentyl 
methacrylate


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기  등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-142
(기)


1,1'-Oxybisbenzene, 
sec-dodecyl derivs., 
sulfonated, sodium 


salts


(CAS No. 149119-20-0)


○ 급성독성 구분4(경구)
○ 급성 수생환경 유해성 구분1
○ 만성 수생환경 유해성 구분1


10톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함
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일련번호 신규화학물질의 명칭 유해성·위험성
제조


수입량
노동자 건강장해 예방을 위한 


조치사항


26-26-143
(기)


1-Deoxy-1-(methylamino)
-D-glucitol, 


N-(C=16~18 and 
C=18-unsatd. acyl) 


derivs.


(CAS No. 1591782-99-8)


○ 만성 수생환경 유해성 구분3
100톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-144
Carbomonocyclic-


(pyrenyl)carbopolycycle
○ 해당 없음


1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-145


Alkenoic acid(C3-5), 
azobis[(di-alkyl(C1-3)-


oxo-alkanediyl
(C2-4))imino-alkanediyl


(C2-4)] ester


○ 급성독성 구분4(경구) 
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-146


Alkyl-d carbopolycyclic 
alkyl spirobi 


(carbopolycyclic)
carbomonocyclic-


dcarbopolycyclic amine


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-147
(기)


N,N-Dibutyl-N-methyl-1
-butanaminium salt 
with imidodisulfury 


fluoride(1:1)


(CAS No. 1425637-15-5)


○ 급성독성 구분4(경구)
○ 만성 수생환경 유해성 구분3


10톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기  등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-148
(기)


Alkenoic acid, ester with 
(hydroxyalkyl(C=1~3))-
alkanediol, polymer with 
substitutedalkane(C=6~8)


○ 급성독성 구분4(경구)
○ 만성 수생환경 유해성 구분3


100톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기  등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함
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일련번호 신규화학물질의 명칭 유해성·위험성
제조


수입량
노동자 건강장해 예방을 위한 


조치사항


26-26-149
(기)


4-(α,α-Dimethylbenzyl)
phenol


(CAS No. 599-64-4)


○ 피부 과민성 구분1
○ 특정표적장기독성 


(반복노출) 구분2
○ 급성 수생환경 유해성 구분1
○ 만성 수생환경 유해성 구분1


100톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-150


Benzoic acid, 
2-hydroxy-3,5-diiodo-


(CAS No. 133-91-5)


○ 급성독성 구분4(경구) 
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-151


Alkanoic(C=1~5) acid, 
alky-[carbomonocyclebis
[substituted[(carbomon
ocycleamino)-heteromo
nocycle-yl]substituted-
carbomonocycle]]ester


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-152


2-Propenoic 
acid,2-methyl-,3-


[3,3,3-trimethyl-1,1-bis
[(trimethylsilyl)oxy]-1 


–disiloxanyl]propylester,
polymer with 2-


ethyloxirane
homopolymer 


monoether with 
1,2-propanediolmono 


(2-methyl-2-propenoate), 
reaction products with 


Et2-bromo-2-
methylpropanoate


(CAS No. 2552535-81-4)


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기  등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-153
Heteropolycycle-amine, 
[bicarbomonocycle]-yl-


carbopolycycle-
○ 해당 없음


1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-154


Heteromonocycle, 
(heteropolycycle)-
(carbopolycycle)-
(carbomonocycle-
carbopolycycle)-


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함
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일련번호 신규화학물질의 명칭 유해성·위험성
제조


수입량
노동자 건강장해 예방을 위한 


조치사항


26-26-155


(Heteropolycycle-yl)-
carbomonocycle-
[(carbomonocycle-
carbopolycycle-yl)
carbomonocycle)-
heteromonocycle


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-156


((Carbopolycycle-yl)
carbomonocycle)-


carbomonocycleheterop
olycycle-amine


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-157
(기)


1,4-Benzenedicarboxylic 
acid polymer with 


1,2-ethanediol, 
2,2'-[1,2-ethanediylbis


(oxy)]bis [ethanol], 
2,2'-oxybis[ethanol] and 


1,2,3-propanetriol


(CAS No. 3038650-83-5)


○ 만성 수생환경 유해성 구분2
1000톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기  등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-158
(기)


Benzenesulfonic acid, 
di-(C=10~14)-alkyl 


derivs., calcium salts


(CAS No. 1471316-72-9)


○ 피부 과민성 구분1
○ 만성 수생환경 유해성 구분4


10톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기  등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-159


Tetra[2-hydroxypropano
ato]undecahydrooxypen


taaluminium


(CAS No. 209617-06-1)


○ 해당 없음
100톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-160
(기)


Aluminium 
hypophosphite


(CAS No. 7784-22-7)


○ 만성 수생환경 유해성 구분3
1000톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함
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일련번호 신규화학물질의 명칭 유해성·위험성
제조


수입량
노동자 건강장해 예방을 위한 


조치사항


26-26-161
(기)


Cobalt manganese 
nickel hydroxide


(CAS No. 189139-63-7)


○ 심한 눈 손상성/자극성 
구분1(심한 눈 손상성)


○ 생식독성 구분1
○ 특정표적장기독성 


(반복노출) 구분1
○ 발암성 구분1


1000톤 
이상


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-162


2-Propenoic acid, 
2-methy-, 


1-ethy-1-(4-iodopheny)
propy ester, polymer 
with 4-ethenylphenyl 


acetate and 
1-phenylcyclohexyl 


2-methyl-2-propenoate, 
1,1'-dimethyl 


2,2'-(1,2-diazenediyl)bis
[2-methylpropanoate]-
initiated, hydrolyzed


(CAS No. 부여되지 않음)


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-163


Sulfonium, 
bis(3,4-difluorophenyl)


(4-fluorophenyl)-, 
2-(3,5-diiodo-4-methox
yphenyl)-α,α,β,β-tetraflu


orohexahydro-4,7-
methano-1,3-benzodioxole
-5-ethanesulfonate (1:1)


(CAS No. 3094437-22-3)


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-164


Reaction mass of 
3-[3-(1,1,1,3,5,5,5-hepta
methyltrisiloxan-3-yl)


propoxy]-2-hydroxypropyl 
methacrylate and 


1-[3-(1,1,1,3,5,5,5-hepta
methyltrisiloxan-3-yl)


propoxy]-3-hydroxypropan
-2-yl methacrylate


(CAS No. 부여되지 않음) 


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기  등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-165


2-Propenoic acid, ester with 
2,2'-[oxybis(methylene)]
bis[2-(hydroxymethyl)-1,


3-propanediol], 
reaction products with 


diethanolamine


(CAS No. 2925810-84-8)


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기  등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-166


(Methylphenyl)carbomo
nocycle sulfonium salt 


with fluoro 
substitutedalkyl(C=2~5) 
carbopolycycle acetate


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함
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일련번호 신규화학물질의 명칭 유해성·위험성
제조


수입량
노동자 건강장해 예방을 위한 


조치사항


26-26-167
(기)


1,3,4-Thiadiazolidine-2,5
-dithione, reaction 


products with 
hydrogen peroxide and 


tert-nonanethiol


(CAS No. 91648-65-6)


○ 만성 수생환경 유해성 구분3
100톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기  등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-168
(기)


[1,1‘-Biphenyl]-4-ylmethyl 
2-propenoate


(CAS No. 54140-58-8)


○ 피부 과민성 구분1
○ 특정표적장기 독성 


(반복노출) 구분1
○ 급성 수생환경 유해성 구분1
○ 만성 수생환경 유해성 구분1


100톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기  등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-169
(기)


Neodecanoic acid, 
zinc salt, basic


(CAS No. 84418-68-8)


○ 만성 수생환경 유해성 구분2
10톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기  등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-172
(기)


α,α'-(9H-Fluoren-9-ylide
nedi-4,1-phenylene)bis[
ω-[(1-oxo-2-propen-1-yl)
oxy]poly(oxy-1,2-ethanediyl)]


(CAS No. 917867-33-5)


○ 해당 없음
100톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기  등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-173
Carbopolycyclic-
heteropolycycle


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-174


2-Propenoic acid, ester 
with 


2,2’-[oxybis(methylene)]
bis[2-(hydroxymethyl)-1,
3-propanediol],reaction 


products with 
diethanolamine 


(CAS No. 2925810-84-8)


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기  등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함
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일련번호 신규화학물질의 명칭 유해성·위험성
제조


수입량
노동자 건강장해 예방을 위한 


조치사항


26-26-175


2-Propenoic 
acid,2-methyl-,3-[3,3,3-t


rimethyl-1,1-bis
[(trimethylsilyl) 


oxy]-1-disiloxanyl]
propyl ester, polymer 
with 2-ethyloxirane 


homopolymer monoether 
with 1,2-propanediol 


mono(2-methyl-2-propen
oate), reaction products 


with Et 2-bromo-2
-methylpropanoate


(CAS No. 2552535-81-4)


○ 해당 없음
10톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기  등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-176
Imidosubstituted 


halogenated, 
alkali metal salt(1:1)


○ 급성독성 구분4(경구)
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-177


Hydro-[(oxo-alkenyl
(C=1~6))oxy] 


poly(oxy-alkanediyl) 
ether with 


(substitutedmethyl)-
alkanediol(C=1~6) 


polymer with 
alkylamine


○ 해당 없음
100톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기  등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-178


2,4-Bis([1,1'-biphenyl]-
3-yl)-6-(2-bromophenyl)


-1,3,5-triazine


(CAS No. 2492544-99-5)


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-179
[Bicarbomonocyclic]-4-
yl[tercarbomonocyclic]-


amine
○ 해당 없음


1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-180
B-[(Naphthalenyl)-


carbopolycyclic]boronic 
acid


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함
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일련번호 신규화학물질의 명칭 유해성·위험성
제조


수입량
노동자 건강장해 예방을 위한 


조치사항


26-26-181
7-(Substitutedcarbomon
ocyclic)heteropolycycle


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-182
1-([Carbomonocyclic]-
2-yl-carbopolycyclic)-


heteropolycycle
○ 해당 없음


1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-183


N-([Carbomonocyclic]-
yl)-N-(2-(heteropolycycle
-yl)carbomonocyclic)-


[carbomonocyclic]-amine


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-184


N-(4-(Carbopolycyclic)
carbomonocyclic)-N-
((carbomonocyclic
carbopolycyclic)


carbomonocyclic)-[carb
omonocyclic]-4-amine


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-185
(기)


1,4:3,6-Dianhydro-D-
glucitol polymer with 


1,3-isobenzofurandione 
and 2,2'-oxybis[ethanol]


(CAS No. 1461750-03-7)


○ 해당 없음
1000톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기  등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-186
(기)


1-Propene, 
1,1,2,3,3,3-hexafluoro-, 


trimer, epoxidized


(CAS No. 2803620-31-5)


○ 해당 없음
10톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기  등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-187
(기)


3-[(2-Ethylhexyl)oxy]-1,2
-propanediol


(CAS No. 70445-33-9)


○ 피부 부식성/피부 자극성 
구분2(피부 자극성)


○ 심한 눈 손상성/자극성 
구분1(심한 눈 손상성)


○ 만성 수생환경 유해성 구분3


100톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기  등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함
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일련번호 신규화학물질의 명칭 유해성·위험성
제조


수입량
노동자 건강장해 예방을 위한 


조치사항


26-26-188
(기)


1-Butyl-3-methylimidaz
olium tetrafluoroborate


(CAS No. 174501-65-6)


○ 급성독성 구분4(경구)
○ 피부과민성 구분1
○ 만성 수생환경 유해성 구분3


10톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기  등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-189


Benzenemethanaminium, 
ar-ethenyl-N,N,N-
trimethyl-, chloride 


(1:1)


(CAS No. 26616-35-3)


○ 급성독성 구분4(경구)
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-190


2,4-diphenyl-6-(4-(4,4,5,
5-tetramethyl-1,3,2-diox
aborolan-2-yl)phenyl)-


1,3,5-triazine


(CAS No. 1219956-23-6)


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-191


2,2,3,3,4,4,5,5,6,6
,7,7,8,8,9,9-hexadecafluor


ononyl acrylate


(CAS No. 4180-26-1)


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기  등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함








등록정보공개 및 자료보호 특례요청 안내


「화학물질등록평가법」(이하 화평법) 등록정보 공개제도 확대 시행(‘25.8.7)에 따라 등록


신청인께서 제출한 등록정보가 공개됩니다. 다만 영업비밀 등 보호가 필요한 자료는


관련 규정에 따라 자료보호를 요청할 수 있습니다. 이에 따라 등록신청인께서는 공개


대상 정보 내 민감정보(영업비밀 및 개인정보)를 점검하시고, 보호 필요시 하기 절차에 


따라 자료보호요청서 등을 제출하여 주시기 바랍니다.


1. 정보공개 대상 및 범위의 확대내용


- (공개 대상) 화평법 제42조제1항제1호 등록된 화학물질(’25.8.7. 이전 등록자료)* 중  


「등록대상기존화학물질」(환경부고시 제2015-92호)에 해당하는 화학물질


* 자료보호 규정 부칙 제2026-195호 제2조제1항에 따른 경과조치


   ※ 등록대상기존화학물질 외 등록물질 및 신고물질은 10월 중 안내 예정


- (확대 범위) 화평법 시행규칙 제51조제2항제1호 가~사목


가. 화학물질의 명칭 및 고유번호
나. 용도분류체계에 따른 용도
다. 화학물질의 분류 및 표시
라. 등록형태(연간 제조·수입량의 범위, 등록 신청 시 제출자료의 생략여부 등을 말한다)
마. 물리적·화학적 특성에 관한 요약자료
바. 유해성에 관한 요약자료
사. 취급 시 주의사항 등 안전사용에 관한 내용


2. 자료보호요청의 절차 및 방법


- (대상) 「자료보호요청서의 작성방법 및 보호자료 관리방법 등에 관한 규정」


(이하 “자료보호규정”)의 제11조의2(자료보호 요청의 특례)에 따른 확대된 공개정보


- (범위) 화평법 시행령 제30조제2항제7호 가~바목


가. 화학물질의 상용명칭 또는 제품 등의 명칭
나. 화학물질 또는 제품의 용도 (용도분류체계에 따른 용도분류 포함)
다. 제품의 취급시 주의사항이나 폐기방법 등 안전사용에 관한 자료
라. 유해성에 관한 요약자료(단, 제5호(시험방법 및 결과)에 관한 자료 제외)
마. 위해성에 관한 요약자료(단, 제6호(사람의 건강 및 환경에 대한 무영향수준) 제외)
바. 화학물질의 등록의 형태(연간 제조‧수입량의 범위, 등록 신청시 제출자료의 


생략 여부 등을 말한다)에 관한 자료







- (절차) 화학물질정보처리시스템을 통해 화평법 시행규칙 [별지 제37호서식] 및 


증빙자료, 첨부자료 등을 제출


※영업비밀에해당하지않는등자료보호요청대상은아니나, 상기공개정보중에「개인정보보호법」에


따른개인정보(성명, 주민등록번호등)에해당하여보호를요청하고자하는경우이메일(shj6826@korea.kr)로


공문송부. (개인정보보호신청업체정보(등록업체명등), 등록번호, 보호요청상세(대상정보및위치) 및사유포함)


- (방법) 자료보호특례 체크리스트 작성하여 자가점검하고, 자료보호요청서(엑셀) 및 


영업비밀 입증 자료 등을 시스템에 첨부


* 붙임. 자료보호요청 절차 및 작성방법 안내 참조


- (문의처) 화학물질안전원 화학물질등록평가팀(032-560-8693, 8694)


3. 자료보호요청서 제출 기한 : 2026년 9월 16일 ~ 2026년 12월 15일 (3개월)


※자료보호요청 기한 내 제출된 건에 한하며, 기한 내 미제출 건은 정보 공개 예정


붙임 1. 자료보호요청서 엑셀파일


붙임 2. 자료보호 특례 체크리스트


붙임 3. 자료보호 특례요청 절차 및 작성방법 안내







년 월 일


귀하


첨부서류


요청사항
③


자료 보호(보호기간 연장) 요청 요지 및 이유


접수 검토
자료보호(연장)


요청서 작성
결재 ⇒


작성방법


위 요청사항란 중 자료 보호(보호기간 연장) 요청 요지 및 이유 칸을 작성할 때 자료 보호기간 연장의 경우에는 자료보호 수리결과통지서의 관리번호를 적습니다.


처리절차


처리기관


이 요청서는 아래와 같이 처리됩니다.


국립환경과학원, 화학물질안전원, 유역(지방)환경청, 한국환경공단


⇒


■ 화학물질의 등록 및 평가 등에 관한 법률 시행규칙 [별지 제37호서식] 화학물질정보처리시스템(kreach.me.go.kr)에서도 발급받을 수 있습니다.


접수일 발급일


※ 색상이 어두운 칸은 신청인이 적지 않습니다.


접수번호
15일(유해성심사의 경우에는
유해성심사기간에 준함)


성명(대표자) 담당자 성명 및 연락처


<개정 2025. 8. 7.>


자료
[ ] 보호
[ ] 보호기간 연장


상호(명칭) 사업자등록번호


처리기간


요청서


요청인
(법제38조에따라
선임된자포함)


(전화번호: )


(팩스번호: )


(이메일주소: )


요청사항
①


자료 보호(보호기간 연장) 요청 요지 및 이유


보호대상 자료 목록


소재지(사업장)


「화학물질의 등록 및 평가 등에 관한 법률」 제45조제1항, 같은 법 시행령 제30조제1항 단서 및 같은 법


시행규칙 제55조제1항에 따라 자료
[√] 보호


[] 보호기간 연장
를(을) 요청합니다.


보호대상 자료 목록


요청사항
②


자료 보호(보호기간 연장) 요청 요지 및 이유


보호대상 자료 목록


210mm×297mm[백상지(80g/㎡) 또는 중질지(80g/㎡)]


1. 자료보호 수리결과통지서 사본(자료보호기간의 연장을 요청하는 경우만 해당합니다)


2. 국외제조ㆍ생산자에 의한 선임사실 신고증(「화학물질의 등록 및 평가 등에 관한 법률」 제38조에 따라 국외제조ㆍ생산자가 선


임한 자가 요청하는 경우만 해당합니다)


요청인 (서명 또는 인)


통보⇒


수수료


없음


국립환경과학원장ㆍ화학물질안전원장ㆍ유역(환경)환경청장ㆍ한국환경공단 이사장


⇒


요청인







<자료보호 특례요청(1단계), 등록대상기존화학물질>


자료보호 특례 요청 체크리스트(자료보호 규정 별표 2 참고)


번호 체크 항목 점검결과(예/아니요)


1 요청하려는 화학물질의 등록 완료 시점이 ‘25년 8월 7일 이전인가요? ‘예‘일 경우, 
요청 가능


2 요청하려는 화학물질이 등록대상기존화학물질 인가요? ‘예‘일 경우, 
요청 가능


3


자료보호를 요청하려는 항목이 법 제45조제1항 단서의 “대통령령으로 
정하는 자료”에 해당하나요?
<화학물질등록평가법 시행령 제30조제2항제1~6호 관련>
1. 화학물질의 분류 및 표시에 관한 자료
2. 화학물질의 취급 시 주의사항이나 폐기방법 등 안전사용에 관한 자료
3. 화학물질의 사고발생 시 대응방법에 관한 자료
4. 화학물질의 물리적ㆍ화학적 특성에 관한 자료
5. 화학물질의 유해성에 관한 요약자료 중 시험 방법ㆍ결과에 관한 자료
6. 사람의 건강 및 환경에 대한 무영향수준(사람의 건강 및 환경에 유해한
영향이 나타나지 않는 노출 수준을 말한다)에 관한 자료


* 시행령 제30조제2항제1~6호에 해당할 경우, 자료보호 요청이 불가합니다.


‘아니요’ 일 
경우, 요청 가능


4


자료보호를 요청하려는 항목이 「부정경쟁방지 및 영업비밀 보호에 
관한 법률」 제2조2호에 따른 영업비밀에 해당하는 자료로서 다음 
어느 하나에 해당하나요?
<화학물질등록평가법 시행령 제30조제2항 제7호 관련>
가. 화학물질의 상용 명칭 또는 제품 등의 명칭 등에 관한 자료
나. 화학물질 또는 제품의 용도(용도분류체계에 따른 용도분류 포함)
다. 제품의 취급 시 주의사항이나 폐기방법 등 안전사용에 관한 자료
라. 유해성에 관한 요약 자료(단, 시험 방법·결과에 관한 자료 제외)
마. 위해성에 관한 요약 자료(단, 사람의건강및환경에대한무영향수준제외)
바. 화학물질의 등록의 형태


* 시행령 제30조제2항제7호에 따른 영업비밀에 해당하는 경우, 해당사항을
증빙하는 서류의 제출이 필요합니다.


‘예‘일 경우, 
요청 가능


5
비공지성


자료보호를 요청하고자 하는 정보가 이미 공개된 정보인가요?
- 국내외화학물질목록, 특허, 웹사이트등해당정보가공개되어있지않음을 입증
* 등록대상기존화학물질은 유해성심사결과고시, 화학물질정보처리시스템 등을 통해
명칭, 용도, 유해성 정보 등이 이미 공개되어 있으니 참고하시기 바랍니다.


‘아니요’ 일 
경우, 요청 가능


6
비밀 


유지성


자료보호를 요청하고자 하는 정보가 비공개(비밀)로 철저히 관리되고 있음을 
객관적으로 입증할 수 있는 자료를 제출할 수 있나요?
- 내·외부 취급자 관리
- 물리적 접근 관리
- 보안 시스템(전산) 관리 등


‘예‘일 경우, 
요청 가능


7
경제적
유용성


해당 정보가 공개될 경우 요청인의 상업적 이익(경쟁력, 노하우 등)에 
실질적인 피해가 발생한다는 점을 구체적·합리적으로 설명할 수 있나요?
- 자료보호를 요청하는 정보가 가지는 사업상 가치 또는 경쟁상 이익과
관련됨을 확인할 수 있는 자료


- 해당 정보가 공개될 경우 요청인에게 미치는 경제적 불이익, 자료보호를
유지하는 경우 얻게 되는 요청인의 실제적 또는 잠재적 이익 비용 및
산출 근거자료 등


‘예‘일 경우, 
요청 가능







<자료보호 특례요청(1단계), 등록대상기존화학물질>


참고 영업비밀 해당 여부 판단 자료 작성방법(자료보호 규정 별표 2)


1. 비공지성


가. 자료보호 신청 정보를 알고 있는 인적 범위(해당 화학물질 취급업체 내부 및 외부의 동일 산업 내에서 알고 있는 자 포함)


   ① 관련 정보가 해당 화학물질 취급업체의 외부에 알려진 정도


   ② 고용인 및 해당 화학물질 취급업체와 관련된 다른 자들에게 알려진 정도


나. 자료보호 신청을 한 정보가 이미 다른 법률에 의하여 공개되었는지 여부


2. 비밀관리성


가. 자료보호 신청 화학물질 취급업체가 신청 정보의 비밀성을 보호하기 위한 조치의 종류 및 정도(정보에 대한 접근제한 


조치, 내부직원에 대한 비밀유지의무 부여 및 비밀유지 고용계약 체결, 물리적 보안조치 여부, 보안시스템이 구비된 


전산환경 마련 등 포함)


나. 자료보호 신청 정보에 대한 타인의 접근 및 획득 용이성 정도


   ① 해당 화학물질 취급업체 이외의 자 또는 다른 화학물질 취급업체가 관련 정보를 획득 또는 접근할 수 있는 난이도


   ② 관련 정보의 비공지성 여부 및 공지된 정도


3. 경제성·유용성


가. 자료보호 신청 정보가 공개되는 경우 다른 경쟁업체가 얻게 되는 이익


   ① 관련 정보를 소유한 해당 화학물질 취급업체와 그 경쟁자들에 있어서 관련 정보가 가지는 가치의 내용


   ② 관련 정보가 공개되었을 경우 해당 화학물질 취급업체에 대하여 경쟁적 관계에서 발생되는 손실의 규모와 내용


나. 자료보호 신청 정보를 개발하기 위하여 해당 화학물질 취급업체가 투여한 노력 및 비용의 정도


다. 자료보호 신청 정보에 추가적으로 다른 정보가 결합하여 영업비밀이 침해될 우려가 있는 경우 추가되어 결합되는 정


보의 내용


   ① 해당 추가정보의 일반 대중 이용 가능성 여부


   ② 자료보호 신청 정보와 관련 추가정보가 결합하여 영업비밀을 침해하게 되는 구체적인 내용


라. 자료보호 신청 정보가 해당 화학물질 취급업체의 영업 또는 사업과 연계된 특정 시설, 특정 기술, 기본 사업 계획과의 관련성 여부







자료보호 특례요청 절차 및 요청서 작성방법 안내


(1) 자료보호 특례요청 수행 절차


단계 절차 상세 내용


1 화학물질정보처리시스템 접속 시스템(kreach.mcee.go.kr) 접속 및 로그인


2 업체정보 현행화 [마이페이지]에서 업체정보(이메일, 전화번호 등) 현행화


3 기존 등록정보(등록번호) 불러
오기


[자료보호 연장/해지] > [자료보호 특례요청] > [자료보호 특례 
요청서 작성] > 신청사항 중 등록의 형태 선택 후 물질검색


4 자료보호요청서 및 제출자료 
첨부


<첨부위치 안내>
[요청서]
1. [별지 제37호 서식] 자료보호요청서(직인 날인 사본)
[증빙자료]
2. (필요시) 선임사실신고증
3. (필요시) 민원대행업체 위임서류
[첨부자료]
4. 자료보호요청서 엑셀파일(자료제출 하단에 첨부파일 다운로드)
5. 자료보호 특례 체크리스트
6. 영업비밀 입증 자료
*파일명: (등록번호 00-0000-00000)자료보호요청서
         (등록번호 00-0000-00000)선임사실신고증
         (등록번호 00-0000-00000)체크리스트


5 제출 자료보호 처리기한 연장 동의 후 제출


(2) 자료보호요청서 작성방법


구분 항목 작성 방법


1 요청인
상호, 사업자번호, 성명(대표자), 담당자 성명 및 연락처, 소재지(사업장) 
작성
※ 보완요청 및 민원처리결과 알림을 받을 수 있는 업무 담당자 정보 필수


2


요청사항 - 자료보호
(보호기간 연장)요청 
요지 및 이유


- 보호대상자료에 대한 자료보호 요청 요지 및 이유 작성
- 보호대상자료가 4개 이상일 경우, '요청사항'을 보호대상자료 별로 
각각 구분(행 추가)*하여 작성
* 행 추가 외 자료보호요청서 엑셀파일 서식 변경 금지
※ 「자료보호 규정」 제9조제1항 및 별표2를 참고하여 작성 
※ 필요한 경우, 영업비밀 요건에 관한 소명을 요청할 수 있음


요청사항 - 보호대상 
자료 목록


「화학물질등록평가법」 제45조 제1항 또는 같은법 시행령 제30조제2항
제7호의 가~바목 중 해당하는 항목 및 보호대상자료 세부사항 기재
<예시>
①시행령 제30조제2항제7호 바목, 등록의 형태
②시행령 제30조제2항제7호 라목, 유해성에 관한 요약자료 중 28일 반복
투여독성 시험 내 자료개요


3 보호, 보호기간 연장
자료보호 규정 제11조의2에 따른 자료보호 특례요청건은 '보호'를 
선택


※「자료보호요청서의작성방법및보호자료관리방법등에관한규정」(제2026-195호, 2026.7.29.시행)







화학물질정보처리시스템 ▶ 화학물질의 등록시스템 ▶ 로그인


등록화학물질목록에서 화학물질명 선택


등록정보 공개 점검 매뉴얼


1


2


정보공개 미리보기 버튼 클릭!3


등록정보 공개 점검 절차


��


정보공개 예정 항목을 확인하여야 합니다! 



COMTREE











등록신청시 입력한 자료 확인


등록업체는 등록정보 ‘미리보기 화면’을 통해 정보공개 예정 항목 중 영업비밀 해당 여부 등을 


검토하여야 합니다


공개항목에 대한 확인 클릭!


※ 등록 완료된 정보의 공개내용 변경 불가!


「부정경쟁방지 및 영업비밀보호에 관한 법률」 제2조제2호 에 따른 영업비밀  


“영업비밀”이란 공공연히 알려져 있지 아니하고 독립된 경제적 가치를 가지는 것으로서, 비밀로 


관리된 생산방법, 판매방법, 그 밖에 영업활동에 유용한 기술상 또는 경영상의 정보를 말한다.


영업비밀? → 증빙서류를 통해 자료보호요청 가능


공개화면 내용을 점검 ▶ 


‘등록 정보 내 해당 항목 공개 확인’


문구 □ 체크 ▶ 


‘확인’ 버튼을 통해 확인을 완료합니다


Check!


4


5


등록정보 공개 점검 절차


	 등록정보공개 점검 기간	 2026년 9월 16일~2026년 10월 31일 


	 자료보호 요청 가능 기한	 2026년 9월 16일~2026년 12월 15일 


	 대국민 공개 예정 일자	 2026년 12월 말 


	 정보공개 관련 문의처	 화학물질안전원 화학물질등록평가팀(032-560-8693, 8694)


��



COMTREE
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고용노동부공고 제2026-462호


｢산업안전보건법｣ 제108조제3항 및 같은 법 시행규칙 제153조에 따라 신규화학물질의 명칭, 유해성․위험성, 연간 


제조·수입량 및 노동자 건강장해 예방을 위한 조치사항을 다음과 같이 공고합니다.


2026년    9월    30일


고 용 노 동 부 장 관


※ 일련번호: 26-26-00 (공표년도-접수년도-접수번호)


※ 유해성·위험성: 사업주가 제출한 독성자료의 범위 내에서 국내외 화학물질정보 DB 등을 활용하여「화학물질의 


분류·표시 및 물질안전보건자료에 관한 기준」(고용노동부고시 제2026-26호)에 따라 유해성·위험성을 분류


   * 참고, 독성시험 등 추가 연구를 통해 새로운 유해성·위험성 정보가 확인될 수 있으며, 동 유해성·위험성 


평가 결과를 바탕으로 물질안전보건자료(MSDS) 작성시 판단된 유해성·위험성 정보와 병행하여 작성토록 안내


※ 노동자 건강장해 예방을 위한 조치사항: 유해성·위험성 정보란에 기재사항이 없더라도 신규화학물질 


취급노동자가 화학물질에 장·단기 노출될 경우 등을 대비하여 사업주가 취해야 하는 기본적인 조치사항을 제시


신규화학물질의 명칭, 유해성․위험성, 연간 제조·수입량 및 조치사항


일련번호 신규화학물질의 명칭 유해성·위험성
제조


수입량
노동자 건강장해 예방을 위한 


조치사항


26-26-126


Tris(N,N′-diisopropylfor
mamidinato)lanthanum


(CAS No. 1034537-36-4)


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-127


Alcohols, C12-13, 
reaction products with 


epichlorohydrin


(CAS No. 933999-87-2)


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기  등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-128
substitutedalkylheteropo


lycycle
○ 급성독성 구분4(경구)


1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-130


(1,1-Dimethylethyl)tris
(1-ethyl-1-propoxy)


stannane


(CAS No. 3078637-24-5)


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기  등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함
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일련번호 신규화학물질의 명칭 유해성·위험성
제조


수입량
노동자 건강장해 예방을 위한 


조치사항


26-26-131


N-(alkylcarbopolycyclic)-
(carbomonocyclic-d4)-N
-((carbomonocyclic-d4)
Heteropolycyclic-d4)


Heteropolycycle-amine-d4


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-132
4-Hydroxycinnamic acid


(CAS No. 501-98-4)
○ 급성독성 구분4(경구)


100톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-133


1,3-Dioxolan-2-one, 
4-[(1,3,2-dioxaphospholan


-2-yloxy)methyl]-


(CAS No. 1800075-46-0)


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-134


9H-Carbazole, 
2,7-bis(1,1-dimethylethyl)
-9-[2-(methoxymethoxy)


-5-methylphenyl]-


(CAS No. 2231775-42-9)


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-135


Sulfonium, 
(4-methylphenyl)diphenyl-, 


salt with 
1-(hexahydro-2,2-dioxido
-3,5-methanocyclopent[d]
-1,2-oxathiol-6-yl) 2,2- 


difluoro-2-sulfoacetate (1:1)


(CAS No. 1153716-27-8)


○ 급성독성 구분3(경구)
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-136
(기)


6-Diazo-5,6-dihydro-5-oxo
-1-naphthalenesulfonic 


acid ester with 
3,3'-bis(2-hydroxy-5-


methylbenzyl)-4,4'-dihydroxy
-5,5'- dimethyldiphenylmethane


(CAS No. 167933-51-9)


○ 해당 없음
100톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함
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일련번호 신규화학물질의 명칭 유해성·위험성
제조


수입량
노동자 건강장해 예방을 위한 


조치사항


26-26-137
Bis([bicarbomonocycle]-yl)


-alkyl(C=1~5)-
carbopolycycle-amine


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-138


((Heteropolycycle-yl)
carbomonocycle)-


carbomonocyclephenan
throoxazol-amine


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-139


Hexanedioic acid, 
polymer with 
1,2-ethanediol, 


1,1'-methylenebis[isocya
natobenzene], 


2-methyl-1,3-propanediol 
and1,2,3-propanetriol


(CAS No. 1314792-24-9)


○ 급성독성 구분4(경구)
100톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-140


2,2'-Azobis[2-methyl-N-
(2-hydroxyethyl)
propionamide]


(CAS No. 61551-69-7)


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-141


Bis(dihalocarbomonocycle)
carbomonocyclesulfonium 


salt with 
((dihalo-sulfoalkyl)oxyca
rbonyl)-disubstituted 


carbomonocycle) 
(alkenylcarbomonocycle)
-carboxylate polymer with 
vinylcarbomonocycle and 


1-methylcyclopentyl 
methacrylate


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기  등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-142
(기)


1,1'-Oxybisbenzene, 
sec-dodecyl derivs., 
sulfonated, sodium 


salts


(CAS No. 149119-20-0)


○ 급성독성 구분4(경구)
○ 급성 수생환경 유해성 구분1
○ 만성 수생환경 유해성 구분1


10톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함
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일련번호 신규화학물질의 명칭 유해성·위험성
제조


수입량
노동자 건강장해 예방을 위한 


조치사항


26-26-143
(기)


1-Deoxy-1-(methylamino)
-D-glucitol, 


N-(C=16~18 and 
C=18-unsatd. acyl) 


derivs.


(CAS No. 1591782-99-8)


○ 만성 수생환경 유해성 구분3
100톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-144
Carbomonocyclic-


(pyrenyl)carbopolycycle
○ 해당 없음


1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-145


Alkenoic acid(C3-5), 
azobis[(di-alkyl(C1-3)-


oxo-alkanediyl
(C2-4))imino-alkanediyl


(C2-4)] ester


○ 급성독성 구분4(경구) 
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-146


Alkyl-d carbopolycyclic 
alkyl spirobi 


(carbopolycyclic)
carbomonocyclic-


dcarbopolycyclic amine


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-147
(기)


N,N-Dibutyl-N-methyl-1
-butanaminium salt 
with imidodisulfury 


fluoride(1:1)


(CAS No. 1425637-15-5)


○ 급성독성 구분4(경구)
○ 만성 수생환경 유해성 구분3


10톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기  등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-148
(기)


Alkenoic acid, ester with 
(hydroxyalkyl(C=1~3))-
alkanediol, polymer with 
substitutedalkane(C=6~8)


○ 급성독성 구분4(경구)
○ 만성 수생환경 유해성 구분3


100톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기  등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함
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일련번호 신규화학물질의 명칭 유해성·위험성
제조


수입량
노동자 건강장해 예방을 위한 


조치사항


26-26-149
(기)


4-(α,α-Dimethylbenzyl)
phenol


(CAS No. 599-64-4)


○ 피부 과민성 구분1
○ 특정표적장기독성 


(반복노출) 구분2
○ 급성 수생환경 유해성 구분1
○ 만성 수생환경 유해성 구분1


100톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-150


Benzoic acid, 
2-hydroxy-3,5-diiodo-


(CAS No. 133-91-5)


○ 급성독성 구분4(경구) 
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-151


Alkanoic(C=1~5) acid, 
alky-[carbomonocyclebis
[substituted[(carbomon
ocycleamino)-heteromo
nocycle-yl]substituted-
carbomonocycle]]ester


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-152


2-Propenoic 
acid,2-methyl-,3-


[3,3,3-trimethyl-1,1-bis
[(trimethylsilyl)oxy]-1 


–disiloxanyl]propylester,
polymer with 2-


ethyloxirane
homopolymer 


monoether with 
1,2-propanediolmono 


(2-methyl-2-propenoate), 
reaction products with 


Et2-bromo-2-
methylpropanoate


(CAS No. 2552535-81-4)


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기  등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-153
Heteropolycycle-amine, 
[bicarbomonocycle]-yl-


carbopolycycle-
○ 해당 없음


1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-154


Heteromonocycle, 
(heteropolycycle)-
(carbopolycycle)-
(carbomonocycle-
carbopolycycle)-


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함
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일련번호 신규화학물질의 명칭 유해성·위험성
제조


수입량
노동자 건강장해 예방을 위한 


조치사항


26-26-155


(Heteropolycycle-yl)-
carbomonocycle-
[(carbomonocycle-
carbopolycycle-yl)
carbomonocycle)-
heteromonocycle


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-156


((Carbopolycycle-yl)
carbomonocycle)-


carbomonocycleheterop
olycycle-amine


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-157
(기)


1,4-Benzenedicarboxylic 
acid polymer with 


1,2-ethanediol, 
2,2'-[1,2-ethanediylbis


(oxy)]bis [ethanol], 
2,2'-oxybis[ethanol] and 


1,2,3-propanetriol


(CAS No. 3038650-83-5)


○ 만성 수생환경 유해성 구분2
1000톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기  등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-158
(기)


Benzenesulfonic acid, 
di-(C=10~14)-alkyl 


derivs., calcium salts


(CAS No. 1471316-72-9)


○ 피부 과민성 구분1
○ 만성 수생환경 유해성 구분4


10톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기  등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-159


Tetra[2-hydroxypropano
ato]undecahydrooxypen


taaluminium


(CAS No. 209617-06-1)


○ 해당 없음
100톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-160
(기)


Aluminium 
hypophosphite


(CAS No. 7784-22-7)


○ 만성 수생환경 유해성 구분3
1000톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함
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일련번호 신규화학물질의 명칭 유해성·위험성
제조


수입량
노동자 건강장해 예방을 위한 


조치사항


26-26-161
(기)


Cobalt manganese 
nickel hydroxide


(CAS No. 189139-63-7)


○ 심한 눈 손상성/자극성 
구분1(심한 눈 손상성)


○ 생식독성 구분1
○ 특정표적장기독성 


(반복노출) 구분1
○ 발암성 구분1


1000톤 
이상


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-162


2-Propenoic acid, 
2-methy-, 


1-ethy-1-(4-iodopheny)
propy ester, polymer 
with 4-ethenylphenyl 


acetate and 
1-phenylcyclohexyl 


2-methyl-2-propenoate, 
1,1'-dimethyl 


2,2'-(1,2-diazenediyl)bis
[2-methylpropanoate]-
initiated, hydrolyzed


(CAS No. 부여되지 않음)


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-163


Sulfonium, 
bis(3,4-difluorophenyl)


(4-fluorophenyl)-, 
2-(3,5-diiodo-4-methox
yphenyl)-α,α,β,β-tetraflu


orohexahydro-4,7-
methano-1,3-benzodioxole
-5-ethanesulfonate (1:1)


(CAS No. 3094437-22-3)


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-164


Reaction mass of 
3-[3-(1,1,1,3,5,5,5-hepta
methyltrisiloxan-3-yl)


propoxy]-2-hydroxypropyl 
methacrylate and 


1-[3-(1,1,1,3,5,5,5-hepta
methyltrisiloxan-3-yl)


propoxy]-3-hydroxypropan
-2-yl methacrylate


(CAS No. 부여되지 않음) 


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기  등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-165


2-Propenoic acid, ester with 
2,2'-[oxybis(methylene)]
bis[2-(hydroxymethyl)-1,


3-propanediol], 
reaction products with 


diethanolamine


(CAS No. 2925810-84-8)


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기  등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-166


(Methylphenyl)carbomo
nocycle sulfonium salt 


with fluoro 
substitutedalkyl(C=2~5) 
carbopolycycle acetate


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함
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일련번호 신규화학물질의 명칭 유해성·위험성
제조


수입량
노동자 건강장해 예방을 위한 


조치사항


26-26-167
(기)


1,3,4-Thiadiazolidine-2,5
-dithione, reaction 


products with 
hydrogen peroxide and 


tert-nonanethiol


(CAS No. 91648-65-6)


○ 만성 수생환경 유해성 구분3
100톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기  등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-168
(기)


[1,1‘-Biphenyl]-4-ylmethyl 
2-propenoate


(CAS No. 54140-58-8)


○ 피부 과민성 구분1
○ 특정표적장기 독성 


(반복노출) 구분1
○ 급성 수생환경 유해성 구분1
○ 만성 수생환경 유해성 구분1


100톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기  등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-169
(기)


Neodecanoic acid, 
zinc salt, basic


(CAS No. 84418-68-8)


○ 만성 수생환경 유해성 구분2
10톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기  등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-172
(기)


α,α'-(9H-Fluoren-9-ylide
nedi-4,1-phenylene)bis[
ω-[(1-oxo-2-propen-1-yl)
oxy]poly(oxy-1,2-ethanediyl)]


(CAS No. 917867-33-5)


○ 해당 없음
100톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기  등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-173
Carbopolycyclic-
heteropolycycle


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-174


2-Propenoic acid, ester 
with 


2,2’-[oxybis(methylene)]
bis[2-(hydroxymethyl)-1,
3-propanediol],reaction 


products with 
diethanolamine 


(CAS No. 2925810-84-8)


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기  등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함
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일련번호 신규화학물질의 명칭 유해성·위험성
제조


수입량
노동자 건강장해 예방을 위한 


조치사항


26-26-175


2-Propenoic 
acid,2-methyl-,3-[3,3,3-t


rimethyl-1,1-bis
[(trimethylsilyl) 


oxy]-1-disiloxanyl]
propyl ester, polymer 
with 2-ethyloxirane 


homopolymer monoether 
with 1,2-propanediol 


mono(2-methyl-2-propen
oate), reaction products 


with Et 2-bromo-2
-methylpropanoate


(CAS No. 2552535-81-4)


○ 해당 없음
10톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기  등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-176
Imidosubstituted 


halogenated, 
alkali metal salt(1:1)


○ 급성독성 구분4(경구)
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-177


Hydro-[(oxo-alkenyl
(C=1~6))oxy] 


poly(oxy-alkanediyl) 
ether with 


(substitutedmethyl)-
alkanediol(C=1~6) 


polymer with 
alkylamine


○ 해당 없음
100톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기  등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-178


2,4-Bis([1,1'-biphenyl]-
3-yl)-6-(2-bromophenyl)


-1,3,5-triazine


(CAS No. 2492544-99-5)


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-179
[Bicarbomonocyclic]-4-
yl[tercarbomonocyclic]-


amine
○ 해당 없음


1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-180
B-[(Naphthalenyl)-


carbopolycyclic]boronic 
acid


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함
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일련번호 신규화학물질의 명칭 유해성·위험성
제조


수입량
노동자 건강장해 예방을 위한 


조치사항


26-26-181
7-(Substitutedcarbomon
ocyclic)heteropolycycle


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-182
1-([Carbomonocyclic]-
2-yl-carbopolycyclic)-


heteropolycycle
○ 해당 없음


1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-183


N-([Carbomonocyclic]-
yl)-N-(2-(heteropolycycle
-yl)carbomonocyclic)-


[carbomonocyclic]-amine


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-184


N-(4-(Carbopolycyclic)
carbomonocyclic)-N-
((carbomonocyclic
carbopolycyclic)


carbomonocyclic)-[carb
omonocyclic]-4-amine


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-185
(기)


1,4:3,6-Dianhydro-D-
glucitol polymer with 


1,3-isobenzofurandione 
and 2,2'-oxybis[ethanol]


(CAS No. 1461750-03-7)


○ 해당 없음
1000톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기  등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-186
(기)


1-Propene, 
1,1,2,3,3,3-hexafluoro-, 


trimer, epoxidized


(CAS No. 2803620-31-5)


○ 해당 없음
10톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기  등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-187
(기)


3-[(2-Ethylhexyl)oxy]-1,2
-propanediol


(CAS No. 70445-33-9)


○ 피부 부식성/피부 자극성 
구분2(피부 자극성)


○ 심한 눈 손상성/자극성 
구분1(심한 눈 손상성)


○ 만성 수생환경 유해성 구분3


100톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기  등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함







- 11 -


일련번호 신규화학물질의 명칭 유해성·위험성
제조


수입량
노동자 건강장해 예방을 위한 


조치사항


26-26-188
(기)


1-Butyl-3-methylimidaz
olium tetrafluoroborate


(CAS No. 174501-65-6)


○ 급성독성 구분4(경구)
○ 피부과민성 구분1
○ 만성 수생환경 유해성 구분3


10톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기  등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-189


Benzenemethanaminium, 
ar-ethenyl-N,N,N-
trimethyl-, chloride 


(1:1)


(CAS No. 26616-35-3)


○ 급성독성 구분4(경구)
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-190


2,4-diphenyl-6-(4-(4,4,5,
5-tetramethyl-1,3,2-diox
aborolan-2-yl)phenyl)-


1,3,5-triazine


(CAS No. 1219956-23-6)


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 분진 등에 직접 노출되지 않도록 
호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 적절한 
개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 분진 등이 다량으로 발생하는 
장소에는 국소배기장치 등 적절한 환기
시설을 설치하는 것이 바람직함


26-26-191


2,2,3,3,4,4,5,5,6,6
,7,7,8,8,9,9-hexadecafluor


ononyl acrylate


(CAS No. 4180-26-1)


○ 해당 없음
1톤 
미만


○ 취급 시 미스트 및 증기 등에 직접 노출되지 
않도록 호흡용 보호구, 보호장갑, 보안경 등 
적절한 개인보호구를 착용하는 것이 바람직함


○ 취급 시 미스트 및 증기  등이 다량으로 
발생하는 장소에는 국소배기장치 등 적절한 
환기시설을 설치하는 것이 바람직함





